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e　は
じ
め
に

　
一
入
七
五
年
九
月
、
日
本
の
軍
艦
雲
揚
号
が
朝
鮮
江
華
島
を
占
領
し
た
時
、
朝
鮮
政
府
は
こ
れ
を
た
ち
ま
ち
砲
撃
を
し
た
が
、
日
本
政

府
は
こ
の
事
件
を
機
会
と
し
て
朝
鮮
国
に
開
国
を
迫
っ
た
。
つ
い
に
翌
年
一
八
七
六
年
、
江
華
条
約
が
締
結
さ
れ
鎖
国
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
日
本
は
は
や
め
に
西
欧
文
化
を
取
り
入
れ
、
富
国
強
兵
の
動
き
の
中
、
朝
鮮
侵
略
の
準
備
も
着
々
と
す
す
め

ら
れ
て
い
っ
た
。

　朝
鮮
政
府
も
日
本
侵
略
に
目
を
さ
め
、
自
国
の
独
立
と
開
化
を
求
め
る
運
動
を
行
い
、
高
宗
一
入
七
六
年
か
ら
一
八
八
〇
年
度
に
数
次
、

先進
日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め
修
信
使
を
派
遣
し
た
。
修
信
使
は
「
紳
士
遊
覧
団
」
と
い
う
名
を
つ
け
ら
れ
た
。

　
一
回
目
の
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
視
察
範
囲
は
、
砲
兵
軍
事
施
設
と
造
船
部
分
一
五
個
所
、
学
校
等
一
三
部
分
、
税
関
入
部
分
、
曲
辰
業
五

部
分
、
多
く
の
人
々
が
参
加
し
た
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
関
心
を
持
っ
た
の
は
農
業
部
分
で
あ
り
、
そ
の
申
に
安
宗
沫
と
い
う
人
が
あ
っ

た
。
安
は
一
入
七
六
年
、
一
次
視
察
団
に
ふ
く
ま
れ
日
本
に
来
た
が
、
当
時
日
本
に
は
西
欧
農
法
を
学
び
新
農
法
を
教
え
て
い
た
「
学
農

社
」
の
設
立
者
津
田
仙
と
い
う
人
が
い
た
。
津
田
仙
は
明
治
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
者
で
も
あ
っ
た
。
当
時
「
学
農
社
」
は
新
農
法
を
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教え
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
藩
す
る
唯
一
の
学
校
で
あ
っ
た
。
新
農
法
に
関
心
を
持
つ
安
宗
沫
は
、
津
田
仙
が
執
筆
し
た
「
農
業
三
事
」

と
い
う
農
書
を
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
宗
教
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。

　当
時
日
本
で
は
西
洋
農
法
で
あ
る
「
農
業
三
事
」
が
大
変
評
判
が
よ
か
っ
た
が
、
安
も
こ
の
農
書
を
持
っ
て
帰
国
し
た
。
帰
国
後
ま
も

な
く
津
田
仙
の
「
農
業
三
事
」
を
翻
訳
し
「
農
業
新
編
」
と
い
う
農
書
を
出
版
し
た
。
朝
鮮
に
お
い
て
も
彼
の
新
農
書
は
封
建
社
会
の
在

来
農業
耕
作
法
に
比
べ
て
評
判
と
な
り
、
朝
鮮
政
府
は
こ
の
新
農
書
を
歓
迎
し
て
、
朝
鮮
近
代
農
業
に
大
き
な
期
待
を
か
け
た
（
安
宗
沫

の新
農
法
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
研
究
す
る
）
。
明
治
に
お
け
る
西
洋
農
法
は
津
田
仙
か
ら
安
宗
沫
を
通
し
て
朝
鮮
に
も
伝
藩
さ
れ
た
。

　
一
方
、
安
宗
沫
は
新
し
い
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
友
人
で
あ
る
李
樹
廷
と
い
う
人
に
話
を
し
た
が
、
李
樹
廷
は
た
ち
ま

ち
第
二
次
「
紳
士
遊
覧
団
」
と
し
て
来
日
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
彼
は
入
国
ま
も
な
く
津
田
仙
の
「
学
農
社
」
を
訪
問
し
、
新
し
い
宗
教

であ
る
キ
リ
ス
ト
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
が
、
津
田
仙
か
ら
学
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
が
新
し
い
宗
教
と
し
て
朝
鮮
の
国
に
初
め
て
伝
藩
し

た
。

　津
田
仙
と
出
会
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
だ
李
樹
廷
が
信
仰
を
受
け
入
れ
る
過
程
と
、
彼
が
始
め
て
感
じ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
若

干述
べ
た
い
。

　
　
　
　

口
　
津田
仙
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
と
の
出
会
い

　朝
鮮
で
大
院
君
の
鎖
国
政
治
が
長
く
続
い
て
い
た
頃
、
日
本
で
は
朝
鮮
に
お
け
る
よ
り
も
数
十
年
先
行
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
受
容
さ

れ
、
そ
の
教
勢
は
伸
張
し
て
い
た
。



　
こ
れ
は
徳
川
幕
府
の
「
切
支
丹
邪
宗
門
八
堅
の
禁
制
」
の
下
で
西
欧
宣
教
師
た
ち
が
失
望
せ
ず
日
本
語
を
修
得
し
て
日
本
人
へ
の
英
語

の

教
授と
聖
書
講
義
、
あ
る
い
は
西
欧
文
明
の
書
籍
の
翻
訳
等
を
通
じ
て
倦
ま
ず
宣
教
の
努
力
を
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　
元治
元
年
（
一
入
六
四
）
十
一
月
の
第
一
日
曜
日
、
宣
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
（
ω
゜
閃
』
巳
≦
口
）
や
バ
ラ
（
H
°
目
切
巴
冨
α
q
げ
）
に
日
本
語
を
教

え
て
い
た
矢
野
元
隆
が
日
本
国
内
に
於
け
る
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
と
し
て
受
洗
し
た
が
、
そ
の
夜
、
外
国
人
の
開
い
た
祈
蒋
会

の席
上
で
ヘ
ボ
ン
（
臼
゜
O
°
｝
｛
O
O
び
信
昌
P
）
宣
教
師
は

　　
「
切
支
丹
禁
制
の
日
本
で
、
こ
の
初
穂
を
見
た
か
ら
、
若
し
禁
教
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る
な
ら
数
年
な
ら
ず
し
て
日
本
は
キ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
　
教
化さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
説
き
「
我
々
は
高
札
撤
去
の
た
め
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
訴
へ
た
。
」

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
欧
米
諸
国
の
政
治
状
況
を
視
察
す
る
た
め
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
岩
倉
大
使
一
行
は
明
治
四
年
十
月
入

日
、
横
浜
を
出
発
し
て
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
に
着
い
た
が
、
米
国
政
府
の
態
度
は
キ
リ
ス
ト
教
の
自
由
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
同
視
察
団
の
一
部
は
明
治
五
年
七
月
十
四
日
に
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
大
使
一
行
を
歓
迎
す
る
よ
り
も
日
本
の
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ヨ
リ

リ
ス
ト
教
迫
害
を
非
難
し
「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
解
教
せ
よ
」
と
呼
ぶ
状
態
で
あ
っ
た
。

　こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
を
体
験
し
た
大
使
一
行
は
帰
国
後
日
本
政
府
に
そ
の
事
情
を
上
申
し
た
処
、
明
治
六
年
（
一
入
七
三
）
二
月
二

十
四
日
、
太
政
官
布
告
第
六
八
号
を
以
っ
て

　　
「
自
今
諸
布
告
御
発
令
毎
に
人
民
熟
知
の
為
め
、
凡
三
十
日
間
便
宜
の
地
に
於
て
令
掲
示
候
事
、
但
管
下
布
達
ノ
儀
ハ
是
迄
ノ
通
可

　
　
取計
、
従
来
高
札
面
ノ
儀
ハ
一
般
熟
知
ノ
事
二
付
、
向
後
取
除
キ
可
申
事
」

と
布
告
さ
れ
た
。

　こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
の
高
札
の
撤
去
を
命
じ
て
は
い
る
も
の
の
実
は
旧
制
度
を
一
挙
に
廃
止
す
る
も
の
で
は
な
く
基
本
的
に
は
旧

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
V
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二
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八

制
度
を
維
持
し
な
が
ら
、
徐
々
に
自
己
を
新
事
態
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
明
治
政
府
の
方
針
の
表
現
に
外
な
ら
ず
、
以
後
日
本
キ
リ
ス

ト
教
は
政
府
の
黙
許
の
下
で
、
言
わ
ば
日
陰
者
と
し
て
冷
遇
さ
れ
な
が
ら
布
教
活
動
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

　こ
の
間
、
一
八
七
四
年
（
明
治
入
年
）
一
月
三
日
、
西
洋
（
泰
西
）
農
学
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
津
田
仙
は
家
族
と
と
も
に
築
地
に

あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
団
宣
教
師
ソ
ー
パ
ー
（
｝
°
ω
8
冨
）
の
自
宅
に
お
い
て
、
神
の
前
に
信
仰
を
告
白
し
て
同
宣
教
師
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
リ

バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　日
本
キ
リ
ス
ト
教
が
種
々
の
困
難
と
迫
害
と
を
受
け
な
が
ら
布
教
し
た
結
果
、
教
会
に
加
入
し
信
仰
を
告
白
し
た
人
々
は
、
大
抵
、
上

流
社会
士
族
出
身
で
あ
っ
た
。
当
時
あ
る
宣
教
師
は

　　
「
神
は
日
本
の
伝
道
事
業
に
お
い
て
、
知
識
階
級
が
最
初
に
、
か
つ
最
も
強
力
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
適
当
と
見
た
も
う
た
、
今

　
　日
ま
で
に
キ
リ
ス
ト
教
者
と
な
っ
た
者
の
大
部
分
は
、
こ
の
階
層
の
も
の
で
あ
る
。
当
地
（
神
戸
）
に
お
い
て
も
横
浜
お
よ
び
江
戸

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
り

　
　に
お
い
て
も
」

と
述
べ
て
い
る
。

　し
か
し
初
期
信
者
と
な
っ
た
日
本
の
上
流
社
会
士
族
た
ち
の
中
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
持
っ
て
徳
川
封
建
制
の
修
正
の
余
儀
な
い

こ
と
を
自
覚
し
、
彼
ら
自
ら
幕
府
の
体
制
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
者
も
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
新
し
い
社
会
で
あ
る
近
代
市
民
社
会

の

倫
理と
論
理
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
日
本
の
建
設
と
信
仰
と
が
不
可
分
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
初
期
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
。

　に
も
か
か
わ
ら
ず
明
治
キ
リ
ス
ト
教
信
者
た
ち
を
詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
更
に
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
「
神
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
リ

愛
し
基
督
に
仕
え
る
如
き
篤
き
信
仰
を
有
せ
ず
、
只
だ
之
に
依
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
我
国
の
文
明
を
維
持
す
る
こ
と
」
と
い
う
傾
向
を
持
つ



人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
二
の
タ
イ
プ
は
初
期
日
本
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
布
教
倫
理
に
基
づ
い
た
純
粋
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
あ
る

「偶
像
排
斥
」
コ
夫
一
婦
主
義
」
「
禁
酒
禁
煙
」
等
の
新
し
い
倫
理
観
を
根
底
に
持
ち
な
が
ら
信
仰
生
活
を
つ
づ
け
て
い
た
人
々
で
あ
っ

た
。
日
本
は
西
洋
宣
教
師
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
が
受
容
さ
れ
た
以
後
日
々
発
展
し
、
明
治
十
｝
年
に
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
復
興
運
動
が

起
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
復
興
運
動
の
正
式
名
称
は
、
第
一
回
「
全
国
基
督
教
徒
大
親
睦
会
」
で
あ
る
が
、
同
親
睦
会
は
明
治
十
一
年

七月
十
五
日
～
十
七
日
の
三
日
間
、
築
地
新
栄
教
会
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
の第
一
日
目
は
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
開
始
さ
れ
、
先
ず
、
十
二
地
方
代
表
二
十
七
名
の
中
か
ら
津
田
仙
が
議
長
に
、
書
記
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ち
り

て

銀
座
教
会牧
師
原
胤
昭
、
兵
庫
教
会
牧
師
村
上
俊
吉
が
選
ば
れ
、
六
百
人
収
容
の
会
場
は
三
日
間
、
六
百
人
以
上
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

津
田
仙
は
い
ま
ま
で
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
が
上
流
社
会
に
布
教
し
て
来
た
の
に
対
し
て
第
一
回
全
国
基
督
教
徒
大
親
睦
会
に
よ
っ
て
下
層

農
民
ま
で
布
教
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
「
会
堂
の
中
に
は
聴
衆
男
と
な
く
、
女
と
な
く
、
貴
き
と
な
く
賎
き
と
な
く
四
隅
に
ま

で充
満
せ
砺
」
と
述
べ
、
ま
た
、
7
王
会
は
パ
リ
サ
イ
人
の
家
に
宿
す
こ
と
あ
り
況
ん
や
、
パ
リ
サ
イ
人
な
る
ざ
る
の
を
や
、
至
に
親
睦

し
て
同
一
の
主
な
る
神
を
讃
美
す
る
は
最
も
善
し
き
事
に
あ
ら
ず
や
、
各
会
親
和
し
て
成
べ
き
事
は
兄
弟
互
に
相
助
く
る
は
主
の
聖
意
に

　
　
　
　
　
ハ
ロ
リ

かな
わ
ず
や
」
と
述
べ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
全
国
基
督
教
大
親
睦
会
に
よ
っ
て
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
所
謂
上
流
社
会
か
ら
下
層
社
会
ま
で
布
教
す
る
こ
と
に
な
り
、
大

衆宗
教
と
し
て
急
速
に
教
勢
が
成
長
し
た
体
験
に
よ
っ
て
第
二
回
「
全
国
基
督
教
大
親
睦
会
」
が
明
治
十
三
年
七
月
十
三
日
、
大
阪
の
梅

花
女
学
院
で
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
第
三
回
目
の
「
全
国
基
督
教
大
親
睦
会
」
（
明
治
十
六
年
五
月
入
日
～
十
二
日
）
が
開
か
れ
る
一
年
前
、
序
論
に
既
述
し
た

よ
う
に
明
治
十
五
年
十
月
に
朝
鮮
政
府
は
日
本
明
治
維
新
を
視
察
す
る
た
め
「
紳
士
遊
覧
団
」
を
組
織
し
て
日
本
に
派
遣
し
た
。
こ
の
「
紳

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
九



二四
〇

士
遊
覧団
」
は
朝
鮮
開
化
党
員
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
第
一
次
「
紳
士
遊
覧
団
」
は
す
で
に
明
治
十
四
年
四
月
に
日
本
を

視察
し
帰
国
し
て
お
り
、
こ
の
明
治
十
五
年
の
も
の
は
、
第
二
次
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　こ
の
第
二
次
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
、
李
樹
廷
と
い
う
人
物
が
お
り
、
彼
が
日
本
西
洋
（
泰
西
）
農
学
者
で
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
津
田
仙
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
次に
李
樹
廷
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
少
し
論
じ
よ
う
。
彼
は
漢
陽
（
い
ま
の
ソ
ウ
ル
）
の
人
で
あ
り
、
称
号
は
茎
斉
と
い
う
。
彼
は
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
リ

本を
訪
れ
た
当
時
、
宮
廷
に
年
歴
記
者
と
し
て
務
め
て
い
た
。

　
井
上角
五
郎
原
作
の
朝
鮮
宮
中
物
語
『
張
嬢
』
に
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
入
八
一
年
七
月
二
十
六
日
、
「
壬
午
軍
乱
」
が

起
っ
て
、
朝
鮮
国
で
大
騒
動
に
な
っ
た
時
、
李
樹
廷
は
王
妃
の
生
命
を
保
護
す
る
た
め
に
、
京
城
市
内
に
あ
る
宮
廷
忠
義
者
と
し
て
知
ら

れ
て

いる
呉
俊
明
の
自
宅
に
王
妃
を
隠
し
て
、
王
妃
を
助
け
た
。
と
こ
ろ
が
「
壬
午
軍
乱
」
が
激
し
く
続
く
た
め
に
、
王
妃
は
李
樹
廷
を

呼
ん
で
相
談
し
た
。
李
は
京
城
市
近
傍
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
、
忠
清
道
忠
洲
に
あ
る
閏
応
植
の
別
荘
に
避
難
す
る
よ
う
に
王
妃
に
勧
め

た
。
王
妃
を
賎
民
の
女
の
姿
に
扮
さ
せ
、
七
月
二
十
七
日
深
夜
に
呉
俊
明
の
家
を
出
発
し
間
道
を
た
ど
っ
て
寒
い
夜
の
道
を
王
妃
を
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り

負
っ
て
忠
洲
閾
応
植
の
別
荘
ま
で
無
事
辿
り
着
き
、
王
妃
の
世
話
を
し
た
。

　こ
れ
に
よ
っ
て
李
樹
廷
は
宮
廷
で
強
い
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
・
の
時
期
、
李
樹
廷
の
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
安
宗
沫
は
一

八八
一
年
四
月
に
第
一
次
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
一
員
と
し
て
日
本
に
来
て
各
機
関
を
視
察
し
た
後
、
農
学
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
津
田

仙
宅
を
訪
ね
て
農
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
際
、
安
宗
沫
は
津
田
仙
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
も
非
常
に
関
心
を
持
っ
た
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
国

では
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
が
受
容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
深
く
は
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
ま
ま
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
彼
が
こ
の
こ
と
を
李
樹
廷
に
話
し
た
と
こ
ろ
李
は
キ
リ
ス
ト
教
に
大
変
関
心
を
持
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
で
朝
鮮
国
に
布
教



す
る
決
心
で
翌
年
一
入
八
二
年
九
月
、
第
二
次
「
紳
士
遊
覧
団
」
に
参
加
し
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
。

　彼
が
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
彼
の
叔
父
（
父
の
弟
）
が
大
院
君
の
天
主
教
迫
害
の
時
に
両
手
を
縛
ら
れ
て
殉
教
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
り

の影
響
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
彼
が
朝
鮮
宮
廷
に
お
い
て
高
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
彼
が
自
分
の
意
志
を
実
行
に

移す
の
に
有
利
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　と
も
か
く
、
彼
は
青
雲
の
志
を
持
っ
て
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
外
務
大
臣
吉
田
清
成
が
太
政
大
臣
三
條
実
美
に
宛
て
た
・

　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
り

外
交
文
書
に
は
、
日
本
国
内
の
文
物
を
視
察
す
る
た
め
に
正
使
朴
泳
孝
お
よ
び
副
使
、
従
事
官
、
外
に
随
員
十
一
名
が
、
ま
た
国
情
を
視

察
す
る
た
め
に
金
玉
均
お
よ
び
関
泳
翔
の
諸
人
の
他
に
随
員
李
樹
廷
（
外
二
名
）
が
来
日
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
李
樹

廷は
金
玉
均
ら
の
国
情
視
察
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
待
望
の
日
本
横
浜
に
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
李は
す
ぐ
に
東
京
に
来
て
、
先
ず
安
宗
沫
か
ら
聞
い
て
い
た
農
業
と
キ
リ
ス
ト
教
の
権
威
者
津
田
仙
を
訪
ね
、
初
め
て
津
田
仙
と
対
面

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
李
樹
廷
は
津
田
仙
に
面
会
し
、
ま
ず
安
宗
沫
が
先
の
来
訪
の
時
の
津
田
仙
の
好
意
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

る
と
共
に

　　
「
自
分
（
李
）
が
渡
日
の
際
に
は
ぜ
ひ
津
田
家
を
訪
れ
る
よ
う
告
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
今
日
、
そ
れ
が
実
現
で
き
た
こ
と
は
喜
び
に

　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

　
　た
え
な
い
」
。

と
述
べ
た
。

　
李
樹
廷は
在
京
中
、
度
々
津
田
仙
を
訪
ね
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
た
。
彼
は
思
想
や
宗
教
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
た
地
、

日
本
に
お
い
て
思
い
の
ま
ま
に
真
理
を
探
求
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
研
鐙
を
深
め
た
。

　同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
李
樹
廷
は
津
田
仙
に
連
れ
ら
れ
て
築
地
教
会
で
開
か
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
参
加
し
、
初
め
て
キ
リ
ス
ト

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一



二
四

二

教に
つ
い
て
深
い
信
仰
的
感
動
を
受
け
、
し
だ
い
に
信
仰
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
聖
書
学
者
、
長
田
時
行
に
聖
書
の
大
意
を
学
び
遂
に
東

京
露
月
教
会
牧
師
安
川
享
に
「
仏
教
と
聖
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
と
の
異
同
」
を
質
問
し
信
仰
試
問
を
終
り
、
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
）

四月
二
十
九
日
、
洗
礼
を
受
け
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
を
ま
だ
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
朝
鮮
の
人
と
し
て
、
始
め
て
日
本
で
洗
礼
を
受

け
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
で
も
、
李
樹
廷
が
信
仰
を
告
白
し
、
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
大
変
な
喜
び
と
神
の
摂
理
へ
の
感

謝
が強
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
李
樹
廷
が
洗
礼
を
受
け
る
五
年
前
、
第
一
回
「
全
国
キ
リ
ス
ト
教
徒
大
親
睦
会
」
の
三
ヶ
月
後
、
即
ち
一

入
七

八年
十
月
に
コ
致
教
会
中
会
は
海
外
伝
道
委
員
な
る
者
六
名
を
選
挙
し
、
先
づ
朝
鮮
に
伝
道
者
を
送
ら
ん
こ
と
を
定
め
た
り
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
に
り

く
て
該
委
員
等
は
朝
鮮
伝
道
に
志
あ
る
者
を
探
索
し
て
一
人
の
同
志
者
を
得
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
一
致
教
会
は
朝
鮮
に

伝
道
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
有
力
な
人
物
を
選
び
朝
鮮
伝
道
す
る
こ
と
に
力
を
傾
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
李
樹
廷
の
受
洗
は
朝
鮮
と
い
う

キ
リ
ス
ト
教
が
受
容
さ
れ
て
い
な
い
国
の
宣
教
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
来
日
し
て
機
会
を
待
っ
て
い
た
米
国
宣
教
師
や
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
の
朝
鮮
伝
道
に
大
き
な
助
力
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

　さ
て
、
李
樹
廷
は
日
本
滞
留
の
わ
ず
か
な
期
間
に
聖
書
を
学
び
洗
礼
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
自
覚
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
タ
ン

は

津田
仙
の
主
宰
す
る
『
農
業
雑
誌
』
一
〇
三
〇
号
に
「
蛇
鱈
説
」
と
い
う
論
考
を
書
い
て
お
り
、
こ
れ
は
彼
の
信
仰
を
よ
く
表
わ
し
て

いる
の
で
、
彼
の
人
類
の
罪
悪
説
を
次
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　　
「
蛇
鱈
と
い
う
も
の
は
「
山
壇
」
と
「
水
鯛
」
、
二
種
類
が
あ
る
。
名
前
が
違
う
け
れ
ど
内
実
は
同
じ
で
あ
る
。
鰭
に
似
て
い
る
が
、

　
　実
は
壇
で
は
な
い
。
陸
に
産
す
る
も
の
は
「
山
壇
」
と
呼
ば
れ
、
水
に
産
す
る
も
の
は
「
水
鱈
」
と
呼
ば
れ
る
。
「
水
魑
」
の
方
は
形

　
　
は蛇
の
よ
う
で
鱗
の
あ
る
尾
は
平
で
横
に
な
っ
て
い
る
。
雌
は
小
さ
く
て
雄
は
大
き
い
。
此
の
類
の
魚
は
酒
を
好
み
、
航
海
し
て
い



　
　る
船
に
酒
の
匂
い
が
あ
る
と
、
す
ぐ
船
の
底
に
集
ま
っ
て
、
そ
の
酒
の
漏
滴
を
飲
む
。
し
か
し
、
そ
れ
は
捕
え
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

　
　陸
に
産
す
る
も
の
は
岩
谷
間
、
草
む
ら
に
棲
息
し
、
形
品
も
質
も
水
鰻
と
同
じ
の
で
あ
る
。
も
し
一
匹
を
捕
え
て
煮
食
す
る
と
体
が

　
　
健に
な
り
、
白
髪
も
黒
く
な
り
、
健
康
者
は
更
に
健
康
に
な
り
、
弱
者
は
す
ぐ
健
康
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
殊
に
長
年

　
　
の

肺病
患
者
に
対
し
て
は
も
っ
と
も
効
果
が
あ
る
。
そ
の
功
は
一
つ
一
つ
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
故
に
仙
薬
と
呼
ぶ
。
朝
鮮
の

　
　川
、
海
の
漁
師
達
は
そ
れ
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
皆
知
っ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
を
手
に
入
れ
れ
ば
売
る
。
私
は
日
本
水
産
博

　
　覧
会
で
見
学
中
、
雌
雄
二
匹
を
見
た
。
雄
の
方
は
か
な
り
大
き
く
て
、
そ
の
鹿
が
骨
の
よ
う
で
あ
る
。
雌
の
方
は
雄
の
半
分
で
あ
る
。

　
　こ
の
よ
う
に
体
の
大
き
い
も
の
は
、
も
っ
と
も
捕
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
名
札
を
見
る
と
漢
字
が
な
く
仮
名
で
書
い
て
あ
る
。
方

　
　
言
で
いえ
ば
エ
ラ
ブ
ウ
ナ
ギ
と
な
る
。
本
邦
博
識
あ
る
人
々
に
は
わ
か
る
だ
ろ
う
か
？
　
観
客
が
そ
れ
に
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
ず
、

　
　あ
る
い
は
よ
く
見
る
人
に
も
わ
か
ら
な
い
。
然
し
、
こ
の
よ
う
な
珍
し
い
も
の
は
新
聞
に
記
載
さ
れ
、
衆
に
知
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い

　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
り

　
　
であ
る
」
。

　さ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
悪
魔
が
「
蛇
贈
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
上
述
の
「
山
鰻
」
と
「
水
鱈
」
の
二
種
類
を
あ

わ
せ
た
「
蛇
魑
」
は
次
の
よ
う
に
解
釈
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
山
鱈
」
は
蛇
で
あ
り
、
神
か
ら
悪
魔
を
指
し
て
い
る
が
、
「
水

　
　
　
　
ウ
ナ
ギ

鰻
」
は
鰻
で
あ
り
、
蛇
に
似
た
罪
人
を
指
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鰹
が
別
名
エ
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
罪
人
は
神
に
よ
っ
て
堕
落
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
リ

た
状
態
か
ら
「
選
ば
れ
て
」
キ
リ
ス
ト
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
選
び
は
神
の
摂
理
に
よ
る
選
び
で
あ
り
、
李
樹
廷
も

こ
の
絶
対
者
の
選
び
に
よ
っ
て
、
日
本
で
洗
礼
を
受
け
、
神
の
民
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
李
樹
廷
は
こ
の
「
蛇
館
説
」
を

書く
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
摂
理
に
対
す
る
彼
の
信
仰
と
、
キ
リ
ス
ト
者
に
選
ば
れ
た
喜
び
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
李
樹廷
の
受
洗
と
同
年
の
五
月
八
日
～
十
二
日
に
か
け
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
第
三
回
日
本
基
督
教
大
親
睦
会
が
東
京
新
栄
会
堂
で

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
三



二
四

四

開
催
さ
れ
、
津
田
仙
は
李
樹
廷
を
つ
れ
て
参
加
し
た
。

　同
会
に
つ
い
て
少
し
述
べ
る
と
日
本
全
国
の
代
表
三
十
二
名
の
代
議
員
中
か
ら
宮
川
終
輝
（
大
阪
教
会
）
が
議
長
に
、
井
深
梶
之
助
（
東

京
）
が
副
議
長
に
選
ば
れ
、
そ
の
会
場
は
立
錐
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
満
員
で
あ
っ
た
。
特
に
第
四
日
目
金
曜
日
、
午
前
九
時
か
ら
の
聖
餐

礼
拝
に
お
け
る
新
島
嚢
の
「
イ
エ
ス
が
弟
子
達
の
足
を
洗
い
給
う
」
と
い
う
説
教
の
後
、
聖
餐
礼
拝
の
執
式
者
奥
野
昌
綱
（
新
栄
教
会
）

牧師
の
発
言
に
よ
り
李
樹
廷
が
朝
鮮
語
で
祈
藩
し
た
。
こ
の
時
大
会
場
は
四
千
人
の
満
員
の
大
盛
況
で
あ
り
、
強
い
感
動
に
つ
つ
ま
れ
て

　
　
ハ
　
り

いた
。
こ
の
光
景
に
感
激
し
た
津
田
仙
は
急
に
立
上
り
会
衆
を
回
り
な
が
ら
「
奇
跡
」
「
奇
跡
」
と
連
呼
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
盛
況
の
中
に
翌
日
五
日
目
の
最
終
日
に
、
東
京
飛
鳥
山
辺
で
郊
遊
会
が
行
な
わ
れ
た
。
李
樹
廷
は
会
衆
の
前
で
自
分
の
信

仰
の
経
路
に
つ
い
て
長
時
間
に
わ
た
っ
て
告
白
し
た
。
彼
は
、

　　
「
僕
有
啓
者
僕
生
一
一
於
偏
邦
習
一
一
熟
寡
随
一
不
レ
知
一
一
文
明
之
化
一
近
來
貴
邦
仰
二
頼
聖
霊
之
導
誘
一
得
レ
蒙
一
一
余
君
子
之
厚
愛
一
初
領
二
洗
禮
「
僅

　
　
望

大道
至
於
聖
書
所
訓
不
能
窺
萬
分
之
一
不
敢
自
謂
有
所
見
解
則
今
日
盛
會
尤
国
豆
可
妄
宣
啓
説
哉
然
必
有
所

　
　
　
二
　
一
二
　
　
一
レ
　
レ
レ
ニ
　
　
【
二
　
　
一
レ
レ
ニ
　
一
　
　
　
　
　
三
　
二
　
一
　
　
レ

　
　
痒
情不
レ
能
レ
忍
欲
レ
質
二
正
於
倉
君
子
一
乞
寛
恕
旦
擾
二
愚
蒙
一
幸
甚
　
按
新
約
書
約
翰
傳
第
十
四
章
　
耶
蘇
所
レ
示
日
我
在
レ
父
而
父
在
レ

　
　
我爾
在
レ
我
而
我
在
レ
爾
云
其
旨
明
顯
而
厭
義
奥
妙
乃
説
教
之
要
旨
致
レ
信
之
關
鍵
學
者
不
レ
可
レ
不
二
深
究
一
故
　
耶
蘇
最
於
一
一
此
旨
一
反

　
　
覆申
詳
　
諸
先
生
當
レ
無
レ
不
二
了
解
一
僕
於
レ
此
亦
最
研
究
愈
悟
　
耶
蘇
極
力
提
醒
以
レ
此
時
々
掲
示
天
父
在
レ
我
々
在
レ
父
我
在
レ
爾
々

　
　在

レ
我
即
神
人
相
感
之
理
有
レ
信
必
成
レ
之
確
謹
　
耶
蘇
設
レ
讐
日
我
父
爲
二
圃
人
一
我
乃
眞
葡
萄
樹
爾
爲
一
一
此
樹
枝
一
其
理
己
直
捷
易
レ
解

　
　不

レ
煩
二
穿
墾
一
今
僕
更
有
一
一
何
僻
獲
明
一
乎
日
　
耶
蘇
當
時
使
徒
親
承
二
至
訓
一
更
無
レ
鯨
惟
至
二
今
日
一
去
二
聖
世
「
既
遠
恐
學
者
不
下
於
二
義

　
　
理上
一
透
徹
上
則
不
レ
能
レ
窺
二
大
信
一
蓋
神
人
相
感
之
理
如
レ
是
讐
燈
姓
不
レ
燃
則
無
レ
光
燈
燵
是
向
レ
道
心
燃
爲
一
一
信
心
一
火
爲
二
神
感
一
故
神

　
　

感
非
レ
由
二
信
心
［
則
不
レ
可
レ
得
二
徒
有
一
レ
焙
則
不
二
成
爲
一
レ
燈
故
不
レ
燈
時
終
不
レ
見
レ
光
不
レ
信
時
終
不
レ
得
レ
救
若
ロ
ハ
領
洗
依
レ
人
作
レ
念
中



　
　

無
一
一
眞
信
一
則
非
二
惟
不
一
レ
能
レ
爲
一
一
聖
徒
一
抑
旦
不
レ
得
レ
爲
レ
人
如
一
一
焼
終
不
一
レ
受
レ
燃
則
砕
棄
レ
之
如
三
壇
失
二
其
味
［
則
践
踏
者
同
也
神
之

　
　在

レ
天
如
二
聲
之
在
一
レ
鍾
撃
則
響
槌
有
レ
聲
鍾
與
レ
槌
錐
レ
具
而
各
懸
一
一
一
庭
一
其
有
レ
聲
乎
故
燈
以
二
大
焼
一
燃
則
光
大
鍾
以
二
小
槌
一
叩
則
聲

　
　小

即
多
求
多
興
小
信
小
成
レ
之
意
惟
無
二
不
レ
成
之
理
「
若
信
二
三
位
一
　
之
旨
一
則
即
信
下
己
身
與
一
一
三
位
一
並
合
爲
占
一
夫
以
一
一
此
心
一
至
下

　
　謂

レ
爲
二
神
殿
一
言
上
其
信
心
所
レ
在
神
亦
在
焉
神
在
二
我
身
中
一
則
我
即
在
一
一
神
身
中
一
一
念
即
至
間
不
レ
容
レ
髪
不
レ
在
二
於
上
下
【
而
方
在
二

　
　
於爾
動
静
語
獣
中
一
故
欲
レ
確
二
知
得
レ
救
之
成
否
一
只
自
省
二
信
心
之
有
無
一
莫
レ
問
二
於
師
一
莫
レ
求
二
質
於
神
一
此
是
神
人
致
レ
感
明
験
也
但

　
　不

三
深
究
二
此
義
一
而
確
下
信
上
天
之
必
有
二
我
父
一
必
有
二
基
督
一
有
二
基
督
一
必
有
中
聖
霊
上
則
其
得
二
赦
罪
一
而
必
至
二
天
國
「
無
レ
疑
者
以
二
聖

　
　霊
之
感化
一
而
不
レ
受
二
魔
擾
一
不
レ
落
二
暗
坑
一
者
男
是
洪
恩
又
不
レ
關
二
於
通
レ
埋
與
一
レ
否
若
不
レ
然
則
爲
一
一
佛
説
々
々
一
彼
日
不
レ
悟
則
不
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
に
ロ

　
　能

二
成
佛
一
差
挙
一
一
梯
於
空
中
一
而
令
二
人
超
上
一
故
與
二
聖
教
一
錐
易
廻
殊
虚
實
即
可
レ
判
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
カ
を
　
か
り
　
　
ひ
と
え
　
く
に
　
　
　
　
　
　
　
か
ろ
う

　す
な
わ
ち
、
僕
に
啓
有
る
は
、
偏
に
邦
に
生
き
る
。
寡
随
を
習
熟
し
、
文
明
化
を
知
ら
ず
、
近
来
、
貴
邦
に
聖
霊
の
導
誘
を
仰
ぎ
頼
み
、

　
　
　
　
　
　
　
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ず
　
　
　
　
わ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ん

倉
君子
の
厚
愛
を
蒙
む
る
を
得
、
初
め
て
洗
礼
を
領
か
る
。
僅
か
に
大
道
を
望
み
、
聖
書
に
訓
す
る
所
に
至
り
、
萬
分
の
一
を
窺
う
能
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
と
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゆ

ず
、
敢
え
て
自
ら
の
見
解
す
る
所
有
る
を
謂
は
ず
。
則
ち
、
今
日
盛
会
尤
も
豊
に
瞥
説
を
妄
に
宣
す
可
け
ん
や
、
然
る
に
心
に
痒
き
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は
だ

ら
ば
情
忍
ぶ
能
は
ず
、
正
に
余
君
子
に
質
を
欲
し
、
寛
恕
を
乞
い
且
は
愚
蒙
を
擾
す
は
幸
甚
し
。

と
篤
い
信
仰
を
持
っ
て
告
白
し
て
い
る
。

　
大会
が
終
わ
る
と
役
員
四
十
名
が
東
京
九
段
坂
写
真
館
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
が
、
そ
の
際
、
津
田
仙
の
特
別
配
慮
で
前
列
中
央
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

津
田
と
李
樹
廷
が
座
を
占
め
て
い
る
。

　日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
の
新
報
「
七
一
雑
報
」
に
お
い
て
は
、
李
が
朝
鮮
の
国
に
福
音
が
伝
え
る
前
に
既
に
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
を
報
告

し
て
い
る
。

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
五



二
四

六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
り

　　
「
此
者
を
始
め
と
し
朝
鮮
国
内
に
て
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
て
も
此
者
が
鼻
祖
な
る
べ
し
と
の
事
な
り
」
あ
る
い
は
「
往
年
欧
米
の

　
　
兄弟
が
千
里
の
波
涛
を
打
越
へ
て
我
が
日
本
に
真
神
の
福
音
を
伝
え
ら
れ
し
如
く
、
我
兄
弟
を
し
て
彼
の
朝
鮮
に
道
を
伝
え
よ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
り

　
　神
意
に
は
あ
ら
ざ
る
か
、
我
愛
す
る
兄
弟
た
ち
よ
、
李
樹
廷
の
事
に
つ
い
て
柳
か
考
へ
あ
ら
ま
ほ
し
」

と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　当
時
在
日
米
国
聖
書
協
会
の
総
務
で
あ
っ
た
寓
o
月
園
ピ
。
。
巨
ω
（
明
治
十
六
年
、
李
樹
廷
が
洗
礼
受
け
た
年
、
朝
鮮
に
於
け
る
聖
書
協
会

の支
配
人
と
な
る
）
は
李
樹
廷
の
敦
篤
な
信
仰
告
白
を
聞
き
、
大
変
喜
ぶ
と
共
に
李
樹
廷
に
聖
書
翻
訳
を
懇
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

李
樹
廷は
喜
ん
で
直
ち
に
承
諾
し
、
洗
礼
を
受
け
て
二
ヶ
月
後
「
懸
吐
漢
韓
新
約
聖
書
」
（
ω
首
o
－
閑
o
お
き
三
Φ
≦
↓
Φ
寮
巨
Φ
韓
9
。
＆
冒
α
q
些
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

国
o
同
o
碧
巷
も
賃
曾
島
8
学
o
器
団
）
の
翻
訳
を
完
了
し
、
続
い
て
漢
文
聖
書
か
ら
「
マ
ル
コ
福
音
書
」
を
翻
訳
し
、
一
入
入
五
年
、
横
浜
で

一
千部
が
刊
行
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
聖
書
が
日
本
に
お
い
て
朝
鮮
語
に
訳
さ
れ
た
の
は
始
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
即
ち
「
聖
書
は
宣
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
り

よ
り
も
先
き
に
朝
鮮
に
入
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　李
が
聖
書
を
ハ
ン
グ
ル
語
に
翻
訳
し
た
業
績
に
つ
い
て
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
史
に
つ
い
て
大
活
動
を
し
て
い
る
関
庚
培
は
「
韓
国
の
基
督

教
」
（
一
九
七
五
・
一
〇
、
ソ
ウ
ル
）
の
中
で
ハ
ン
グ
ル
訳
聖
書
の
意
義
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
聖
書
に
書
い
て
い
る

深
い
思
想
、
人
権
・
自
由
・
平
和
・
愛
な
ど
の
思
想
の
伝
播
を
通
じ
た
民
族
の
救
援
、
そ
れ
に
加
え
て
語
文
一
致
の
ハ
ン
グ
ル
を
貴
重
な

も
の
と
し
て
採
用
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
文
生
活
に
決
定
的
な
転
換
期
を
も
た
ら
七
た
事
実
、
そ
し
て
言
語
と
思
想
の
連
絡
を
前

提に
し
た
高
貴
な
新
し
い
気
風
の
発
展
と
形
成
な
ど
に
よ
り
、
実
に
聖
書
の
ハ
ン
グ
ル
翻
訳
は
革
命
的
な
不
滅
の
業
績
を
残
し
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　近
代
朝
鮮
文
学
界
に
著
名
な
小
説
家
で
あ
る
李
光
沫
は
「
耶
蘇
教
の
朝
鮮
に
与
え
た
恩
恵
」
（
『
青
春
』
九
号
、
一
九
一
七
・
七
）
に
次

り



の
よ
う
に
い
っ
た
。
「
お
そ
ら
く
朝
鮮
の
文
学
と
朝
鮮
の
言
葉
が
真
の
意
味
に
お
い
て
高
貴
な
思
想
を
盛
る
機
会
に
な
っ
た
の
は
聖
書
翻

訳
がは
じ
め
て
で
し
ょ
う
。
彼
に
朝
鮮
文
学
が
建
設
さ
れ
た
ら
、
そ
の
文
学
史
の
第
一
ぺ
ー
ジ
に
は
新
旧
約
の
翻
訳
が
記
録
さ
れ
て
い
る

の
は当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
」
。

　ま
た
李
樹
廷
は
こ
の
翻
訳
に
よ
っ
て
日
本
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
政
府
は
東
京
大
学
付
属
商
業
専
修
学
校
の

外国
語
講
座
と
し
て
朝
鮮
語
を
増
設
す
る
際
に
李
樹
廷
の
高
名
を
聞
き
、
彼
を
招
聰
し
た
。
彼
は
こ
れ
に
同
意
し
、
一
入
八
四
年
（
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

十
七
）
七
月
に
東
京
大
学
付
属
商
業
専
修
学
校
に
赴
任
し
、
朝
鮮
語
の
教
師
に
な
っ
た
。

　ま
た
、
次
の
こ
と
か
ら
も
、
李
樹
廷
が
日
本
キ
リ
ス
ト
教
社
会
、
学
界
の
み
で
は
な
く
一
般
市
民
社
会
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

がわ
か
る
。
即
ち
、

　　
「
横
浜
姿
見
町
の
鈴
木
某
は
海
岸
教
会
の
信
者
と
し
て
元
来
菓
子
屋
を
渡
世
と
し
、
評
判
も
善
く
繁
昌
せ
し
か
蒸
菓
子
を
製
す
る
に

　
　は
、
一
種
を
仕
上
る
に
三
日
位
懸
る
品
も
あ
れ
ば
、
安
息
日
を
守
る
事
、
至
っ
て
難
く
、
守
れ
ば
種
類
に
欠
乏
を
生
じ
買
客
の
不
便

　
　と
な
り
、
連
も
一
得
一
失
は
免
る
べ
き
事
に
非
さ
れ
ば
今
度
断
然
菓
子
を
止
め
煎
餅
を
製
し
是
迄
の
辻
占
は
狽
芸
な
れ
ば
、
其
代
に

　
　古
今
和
洋
の
金
言
脩
身
訓
語
聖
書
の
語
な
ど
を
刷
た
る
紙
片
を
入
れ
売
出
せ
り
、
靡
上
の
看
板
は
李
樹
廷
氏
の
書
に
て
（
姿
見
煎
餅
）

　
　と
筆
太
に
書
し
傍
に
朝
鮮
の
李
樹
廷
と
細
字
に
て
誌
せ
し
も
の
な
り
何
卒
神
の
恵
に
よ
り
信
仰
に
進
み
商
売
も
繁
昌
し
且
安
息
日
を

　
　守り
商
業
に
従
事
す
る
信
徒
の
模
範
と
も
な
ら
ん
事
こ
そ
願
し
け
蕊
。

と
い
う
事
が
あ
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
李
樹
廷
は
日
本
社
会
に
学
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
宗
教
家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
躍
、
そ
の
活
動
期
を
む
か

え
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
東
京
大
学
付
属
商
業
専
修
学
校
朝
鮮
語
の
教
師
と
し
て
、
四
年
間
活
動
し
て
い
る
が
、
こ
の
四
年
間
に
彼
の
考

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
七



二
四

八

え
て
い
た
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
生
命
を
す
く
わ
れ
る
信
仰
心
だ
け
で
な
く
朝
鮮
国
に
キ
リ
ス
ト
教
を
取
り
入
れ
国
を
開
化
す
る
と

いう
こ
と
で
あ
っ
た
。
所
謂
、
彼
の
精
神
的
開
化
、
す
な
わ
ち
、
内
面
的
開
化
思
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次

章
の
「
李
樹
廷
の
キ
リ
ス
ト
教
観
」
に
お
い
て
考
察
し
た
い
。

㊨

　
李
樹廷
の
キ
リ
ス
ト
教
観

　さ
て
、
前
章
に
お
い
て
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
津
田
仙
の
も
と
で
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
だ
李
樹
廷
は
そ
の
真
理
を
深
く
悟
り
、

朝
鮮
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
て
長
い
封
建
社
会
を
崩
し
、
国
民
を
開
化
す
る
道
を
模
索
し
た
。
こ
れ
は
前
章
で
述
べ
た
津
田
仙
の
影
響

下
で
、
農
業
を
持
っ
て
外
面
的
開
化
を
目
指
し
た
安
宗
沫
と
は
相
違
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
を
持
っ
て
開
化
す
る
、
す
な
わ
ち
、
内
面
的
開

化
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

　彼
は
日
本
に
来
て
約
七
か
月
後
に
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
更
に
約
二
か
月
後
に
『
六
合
雑
誌
』
第
三
十
五
号
に
「
天
主
教
朝
鮮
に
入
る
事

実
」
と
い
う
題
目
で
、
当
時
の
朝
鮮
の
事
情
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
純
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
キ
リ
ス
ト
教
界
の
有
力
新
聞
で
あ
っ
た
「
七
一
雑
報
」
は

　　
「
朝
鮮
の
李
樹
廷
氏
の
誌
れ
し
者
に
て
『
六
合
雑
誌
』
に
掲
げ
ら
れ
た
る
が
、
漢
文
な
れ
ば
弦
に
解
よ
く
其
大
意
を
抜
摘
さ
て
婦
女

　
　
子
の為
な
す
」
。

と
し
て
日
本
語
に
訳
し
て
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は

　　
「
大
院
君
摂
政
す
る
に
及
ん
で
此
教
を
厳
禁
に
し
闘
碁
山
野
の
嫌
な
く
国
中
を
探
し
て
信
者
と
猟
出
し
、
男
女
老
幼
千
人
許
も
捕
へ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

　
　
て

法
廷に
引
出
し
虐
刑
に
と
っ
て
」
コ
日
も
虚
日
な
く
十
六
年
が
問
に
死
す
る
者
数
十
万
人
」

と
国
内
事
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　ま
た
彼
は
朴
斉
綱
著
『
近
世
政
濫
序
文
で
朝
鮮
の
国
内
・
国
外
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　　
「
朝
鮮
近
代
之
史
、
可
不
得
而
讃
」

す
な
わ
ち
、
朝
鮮
近
代
史
に
関
る
書
籍
は
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
事
や
、
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　　
「
自
開
以
来
、
外
交
日
好
廣
、
而
外
国
新
聞
、
傳
我
邦
事
者
、
九
虚
一
実
」

す
な
わ
ち
、
我
国
も
開
国
し
て
以
来
、
外
交
範
囲
は
日
に
日
に
広
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
外
国
新
聞
の
我
国
の
事
を
伝
え
て
い
る
記
事

は
九
虚
一
実
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　ま
た
、
大
院
君
の
頑
固
な
鎖
国
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
津
田
仙
の
下
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
だ
李
樹
廷
は
、
津
田
仙
と
初

め
て
面
会
し
た
折
に
、
感
謝
の
意
図
で
津
田
仙
に
次
の
よ
う
な
詩
を
送
っ
て
い
る
。

　　
「
種
徳
門
中
見
吉
光
　
　
耕
田
自
在
福
田
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ね
ロ

　
　
欣
々
虚
己
迎
人
庭
　
　
更
恨
明
朝
各
二
方
」

　こ
の
詩
を
解
説
す
る
な
ら
ば
、
種
徳
門
（
朝
鮮
の
国
の
こ
と
）
の
中
に
よ
い
光
が
見
え
る
。
耕
し
た
福
田
に
は
作
物
が
す
く
す
く
と
成

長し
て
い
る
。
喜
ん
で
虚
己
（
自
分
）
を
迎
え
て
く
れ
た
人
の
と
こ
ろ
。
更
に
明
日
の
朝
に
は
各
々
別
れ
る
こ
と
を
い
た
む
。
す
な
わ
ち
、

李
樹
廷は
津
田
仙
と
会
っ
て
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
聞
き
、
そ
の
真
理
を
自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
朝
鮮
本
国
に
も
伝
え

て国
民
が
福
田
（
肥
沃
な
地
）
で
す
く
す
く
と
生
長
す
る
作
物
の
よ
う
に
暮
す
よ
う
に
さ
せ
た
い
心
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ

のよ
う
な
恵
ま
れ
た
道
か
ら
離
れ
る
の
は
哀
し
い
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
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二
五
〇

　佐藤
喜
峯
は
『
七
一
雑
銭
に
記
載
さ
れ
た
李
樹
廷
の
詩
を
読
ん
で
大
変
感
激
し
た
。
彼
は
当
時
漢
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
て
、
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

文
の
『
天
路
歴
程
』
を
最
初
に
日
本
語
で
訳
し
た
人
で
あ
る
が
『
六
合
雑
誌
』
第
三
四
号
二
二
三
頁
（
明
治
十
六
年
五
月
三
十
日
字
）
に

七絶
五
首
と
い
う
詩
の
形
式
で
李
樹
廷
が
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
て
朝
鮮
を
開
化
す
る
と
い
う
内
容
を
歌
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
紹
介
す

れば
、　　

「
傳
聴
韓
人
観
道
光
　
　
欣
然
拍
掌
感
歎
長

　
　
破
除
前
日
邪
魔
見
　
　
磨
悟
安
民
済
世
方
」

　す
な
わ
ち
、
伝
え
聞
い
た
話
で
あ
る
が
、
韓
人
李
樹
廷
と
い
う
人
は
道
に
大
き
な
光
を
見
て
、
非
常
な
喜
び
と
拍
掌
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
日
本
に
来
て
新
し
い
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
を
発
見
し
、
彼
は
前
日
の
夜
に
邪
魔
の
夢
か
ら
覚
め
、
自
分
の
国
の
人
々
が
安
ら
か

に
暮
ら
す
よ
う
に
と
悟
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

　　
「
西
国
耶
蘇
如
太
陽
　
　
中
華
孔
子
似
螢
光

　
　
韓
人
新
聴
初
驚
愕
　
　
馬
太
福
音
第
五
章
」

　す
な
わ
ち
、
彼
は
他
の
宗
教
（
儒
教
）
に
比
べ
て
、
西
洋
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
は
太
陽
の
如
き
で
あ
り
、
中
国
の
孔
子
の
儒
教

は営
の
申
に
あ
る
光
の
よ
う
に
衰
弱
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
韓
人
李
樹
廷
は
キ
リ
ス
ト
教
を
始
め
て
聴
い
て
、
ま
た
、
非
常
に
驚
愕

し
た
と
い
う
が
、
そ
の
驚
愕
す
る
根
拠
は
聖
書
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
五
章
の
山
上
の
垂
訓
に
あ
っ
た
。
そ
の
聖
句
は
、
も
と
も
と
津

田
仙
が
感
銘
深
く
愛
読
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
李
樹
廷
も
同
様
に
津
田
仙
の
教
え
の
中
で
最
も
深
い
印
象
を
受
け
た
聖
句
で
あ
っ
た
。

ま
た
、　　

「
農
学
校
中
設
聖
堂
　
　
謳
之
不
倦
漢
還
洋



　
　
直
持
信
盾
兼
神
剣
　
　
刺
破
韓
人
頑
固
膓
」

　
　
信
盾
聖
書
中
之
語
」

　す
な
わ
ち
、
李
樹
廷
は
日
本
に
来
て
津
田
仙
が
当
時
運
営
し
て
い
た
「
学
農
社
」
農
学
校
を
訪
ね
た
が
、
そ
の
時
に
受
け
た
印
象
は
単

に
近
代
的
で
新
し
い
農
業
学
校
の
教
育
の
殿
堂
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
農
学
校
中
庭
に
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
に
お
い
て
農

業
と
キ
リ
ス
ト
教
が
一
体
と
し
て
弛
ま
ず
教
育
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
、
こ
れ
こ
そ
理
想
の
国
で
あ
る
と
の
感
銘
を
強
く
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
や
は
り
彼
の
考
え
は
、
漢
国
で
あ
る
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
は
、
新
し
い
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理

を
持
っ
て
西
洋
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
ま
ず
そ
の
た
め
に
、
聖
書
の
申
に
あ
る
御
言
を
持
っ
て
儒
教
思
想
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
頑
固
な

国
の
在
り
方
を
変
革
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

　　
「
難
林
鎖
国
己
千
年
　
　
宇
内
人
豪
誰
着
難

　
　
闊
入
心
中
破
城
府
　
　
先
登
第
一
姓
津
田
」

　す
な
わ
ち
、
鶏
林
（
朝
鮮
の
国
）
の
鎖
国
は
す
で
に
千
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
鎖
国
政
策
を
支
持
し
て
い
た
豪
族
た
ち
の
心

の中
へ
と
堅
い
鞭
に
よ
っ
て
新
し
い
考
え
を
注
ぎ
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
李
樹
廷
に
こ
の
考
え
を
植
え
つ
け
た
の

は
、
ま
ず
第
一
に
津
田
仙
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
李
樹
廷
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
一
日
も
早
く
実
行
し
た
い
と
思
い
、

　　
「
韓
郎
一
言
失
指
天
　
　
蹄
朝
欲
乞
聖
書
傳

　
　
偶
然
如
有
違
盟
約
　
　
再
使
猿
客
笑
九
泉
」

　す
な
わ
ち
、
韓
紳
士
（
李
樹
廷
）
は
、
朝
鮮
に
帰
っ
て
聖
書
を
伝
え
る
こ
と
を
盟
約
し
、
も
し
そ
の
志
を
失
う
時
に
は
「
猿
客
に
使
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

れ

九泉
に
笑
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
諺
の
中
に
あ
る
猿
客
と
い
う
の
は
戯
客
（
『
日
本
古
語
大
辞
典
』
松
岡

明
治
キ
リ
ス
ト
教
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朝
鮮
人
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樹
廷
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二
五
二

静
雄
著
、
六
四
七
頁
）
を
意
味
し
、
従
っ
て
こ
の
言
葉
は
朝
鮮
に
新
し
い
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
を
布
教
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
に
も
か

かわ
ら
ず
、
そ
の
約
束
を
守
ら
な
い
な
ら
ば
、
馬
鹿
に
さ
れ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
李
樹
廷
は
キ
リ
ス
ト
教
を
朝

鮮
に
布
教
す
る
強
固
な
意
志
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
津
田
仙
の
も
と
で
農
業
を
学
ん
で
朝
鮮
の
外
面
的
開
化
を
め
ざ
し
た
安
宗
沫
と

は
違
い
、
キ
リ
ス
ト
教
を
朝
鮮
に
布
教
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
自
分
自
身
が
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
に
深
く
入
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　さ
て
、
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
津
田
仙
に
連
ら
れ
て
、
李
樹
廷
は
第
三
回
全
国
基
督
教
徒
大
親
睦
会
に
参
加
し
、
次
の
よ
う
に
信
仰
告

白
し
て
い
る
が
、
こ
の
告
白
を
手
掛
り
と
し
て
、
彼
の
信
仰
の
在
り
方
を
考
察
し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

　　
「
按
新
約
書
約
翰
傳
第
十
四
章
　
耶
蘇
所
レ
示
日
我
在
レ
父
而
父
在
レ
我
、
爾
在
レ
我
而
我
在
レ
爾
」

　す
な
わ
ち
、
新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
十
四
章
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
教
示
し
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ

れは
神
に
あ
り
、
神
は
わ
れ
わ
れ
に
中
に
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　　
「
郎
神
相
感
之
理
有
レ
信
必
成
レ
之
確
謹
」

　即
ち
、
神
人
相
感
ず
る
理
と
し
て
信
有
ら
ば
必
ず
信
仰
の
確
証
を
得
、
確
証
を
受
け
た
人
は
必
ず
キ
リ
ス
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

　　
「
但
不
三
深
究
二
此
義
一
而
確
下
信
上
天
之
必
有
二
我
父
一
必
有
二
基
督
一
有
一
一
基
督
一
必
有
中
聖
霊
上
」
　
　
　
　
　
　
°

聖
霊を
下
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

　　
「
則
其
得
二
赦
罪
「
而
必
至
二
天
国
一
」

　
必
ず信
者
は
自
分
の
罪
の
赦
罪
を
得
て
天
国
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ロ

　こ
の
よ
う
に
李
樹
廷
の
信
仰
の
根
本
に
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
的
神
秘
主
義
が
溺
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
神
秘
主
義
思
想
は
当
時
日
本



キ
リ
ス
ト
教
界
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
は
、
そ
の
当
時
の
米
国
宣
教
師
の
宣
教
方
法
の
中
に
探
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、
李
樹
廷
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
人
と
神
の
問
の
相
感
は
聖
霊
を
通
じ
て
来
る
と
論
じ
、
そ
の
点
に
お
い
て
仏
教
と
の
ち
が
い

を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ロ

　　
「
彼
日
不
レ
悟
則
不
レ
能
二
成
佛
一
蓋
墨
二
梯
於
空
中
一
而
令
二
人
超
上
一
故
與
二
聖
教
一
難
易
廻
殊
虚
實
即
可
レ
判
」

　即
ち
、
仏
教
は
そ
の
説
法
を
通
じ
て
自
分
自
身
が
悟
ら
な
け
れ
ば
成
仏
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
李
樹
廷
は
キ
リ
ス

ト
教
と
接
触
し
て
以
来
、
仏
教
と
儒
教
的
倫
理
観
か
ら
脱
却
し
、
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
鶏
林
千
年
の
頑
固
な
封
建
思
想
を
破
り
、
津
田

仙
の
理
想
と
し
て
い
た
よ
う
な
理
想
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
を
考
え
た
。

　彼
の
仏
教
を
拒
絶
す
る
原
理
は
朝
鮮
古
典
文
学
『
金
驚
新
話
』
に
探
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
『
金
驚
新
話
』
と
い
う
書
物
に
つ
い
て

少
し
考
え
て
み
た
い
。
著
者
金
時
習
（
一
四
三
五
－
一
四
九
三
）
は
ソ
ウ
ル
に
生
ま
れ
字
は
悦
郷
、
号
は
梅
月
堂
、
東
峯
、
清
寒
子
、
等

が
つけ
ら
れ
て
い
る
。
幼
時
よ
り
漢
文
に
親
し
み
、
五
歳
の
時
に
「
中
庸
」
「
大
学
」
に
通
じ
て
世
の
人
び
と
を
驚
か
し
た
と
い
う
。
五
歳

の時
に
世
宗
王
が
接
見
し
、
「
明
紬
五
十
匹
」
を
下
賜
さ
れ
た
。
こ
の
時
以
来
、
人
び
と
は
当
時
大
筆
家
と
呼
ん
だ
。
「
『
金
窯
新
話
』
は
最

初
の
小
説
で
あ
り
著
者
が
一
四
六
五
年
頃
慶
州
の
金
驚
山
に
隠
遁
し
た
時
期
に
創
作
し
た
が
内
容
は
仏
教
の
来
世
観
に
つ
い
て
よ
く
書
い

て

いる
。
『
金
驚
新
話
』
の
原
本
は
、
「
壬
辰
乱
」
の
時
に
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の
後
、
一
六
五
八
年
（
承
応
二
）
『
内
閣
文
庫
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

に
記
載
さ
れ
、
日
本
文
学
界
の
『
牡
丹
灯
篭
』
、
『
銭
湯
新
話
』
『
船
頭
新
話
』
等
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
が
、
明
治
十
七
年
九

月
五
日
、
栃
木
県
士
族
出
身
大
塚
彦
太
郎
は
、
こ
の
本
を
再
刊
す
る
時
、
李
樹
廷
に
蹟
文
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
践
文
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

　　
「
梅
月
堂
興
春
澤
皆
蕩
落
方
外
之
士
　
故
能
縦
筆
於
閨
閤
番
艶
　
仙
免
奇
幻
之
事
　
以
寓
其
懐
殆
楚
詞
之
比
欺
」

　す
な
わ
ち
、
梅
月
堂
（
金
時
習
）
と
『
九
雲
夢
』
著
者
金
春
澤
の
両
者
は
共
に
、
豪
族
の
出
身
で
宮
中
に
お
け
る
面
白
い
事
柄
を
述
べ

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三



二
五
四

る
中
で
、
自
分
の
思
想
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
作
品
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
の
古
代
の
作
品
楚
詞
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

そ
し
て
『
金
驚
新
話
』
の
「
南
炎
浮
洲
志
」
の
中
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　　
「
一
日
因
浮
屠
、
問
天
堂
地
獄
之
説
、
復
疑
云
、
天
地
一
陰
陽
耳
、
那
有
天
地
之
外
更
有
天
地
、
必
設
僻
也
、
問
之
浮
屠
、
浮
屠
亦
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

　
　能
決
答
、
而
以
罪
福
響
磨
之
説
答
之
、
生
亦
不
能
心
服
也
」

　す
な
わ
ち
、
あ
る
日
倫
生
朴
君
と
い
う
人
が
あ
る
僧
と
天
国
の
こ
と
に
つ
い
て
問
答
を
し
た
。
僧
曰
く
、
「
天
国
と
地
獄
の
説
に
つ
い

てど
う
思
う
か
」
、
こ
れ
に
対
し
て
朴
生
曰
く
、
「
天
地
に
は
二
つ
の
陰
と
陽
が
あ
る
だ
け
な
の
に
、
ど
う
し
て
天
地
の
外
に
ま
た
天
地
が

あ
る
の
か
」
と
答
え
た
。
こ
の
答
え
に
つ
い
て
、
李
樹
廷
は

　　
「
李
樹
廷
日
、
此
心
性
之
路
、
其
　
也
、
非
其
源
」

　す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
持
っ
て
い
る
心
性
、
即
ち
、
儒
教
的
な
倫
理
道
徳
は
行
　
で
あ
り
、
根
本
原
理
で
は
な
く
、
李
樹
廷
が
信
じ
て
い

る
の
は
儒
教
の
倫
理
で
は
な
く
、
絶
対
者
の
存
在
に
つ
い
て
の
教
え
で
あ
る
と
。
ま
た
朴
生
が
夢
の
中
で
「
南
炎
浮
洲
志
」
と
い
う
所
へ

行
っ
て
焔
摩
王
（
南
炎
浮
洲
志
王
）
と
対
話
し
た
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　　
「
鬼
神
無
レ
形
無
レ
聲
、
然
物
之
終
始
、
無
レ
非
一
一
陰
陽
合
散
之
所
為
［
、
且
祭
二
天
地
一
、
所
二
以
謹
陰
陽
之
造
化
一
也
、
祀
二
山
川
一
、
所
三

　
　
以報
二
気
化
之
升
降
一
也
、
享
祖
考
一
所
二
以
報
一
レ
本
　
祀
二
六
神
一
所
二
以
免
一
レ
禍
、
皆
使
三
レ
人
致
二
其
敬
一
也
　
非
下
有
形
質
以
妄
加
中
禍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
　福

於
人
間
上
、
特
人
君
川
蕎
棲
愴
　
洋
洋
如
レ
在
耳
　
孔
子
所
謂
敬
二
鬼
神
一
而
遠
レ
之
」

　
人間
が
死
ん
だ
後
、
鬼
神
（
霊
魂
）
が
あ
る
か
な
い
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
対
話
に
お
い
て
、
「
鬼
神
は
形
体
も
声
も
な
く
」
「
人

間
に
禍
福
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
鬼
神
が
あ
る
と
思
う
だ
け
で
あ
る
」
。
ま
た
、
孔
子
が
「
鬼
神
を
尊

敬す
る
け
れ
ど
も
遠
ざ
け
よ
」
と
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、



　　
「
李
樹
廷
日
、
三
字
、
得
々
」

　す
な
わ
ち
、
李
樹
廷
は
鬼
神
に
つ
い
て
の
以
上
の
主
張
に
は
大
賛
成
で
あ
り
、
同
書
の
、

　　
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
、
即
神
也
、
神
者
妙
用
之
謂
也
」

　神
と
い
う
の
は
陰
陽
に
よ
っ
て
は
測
り
難
い
存
在
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
神
と
い
う
も
の
は
妙
用
（
不
思
議
な
働
き
）
で
あ
る
と
い
う

考
え
に
対
し
て
も
、

　　
「
李
樹
廷
日
、
是
々
何
不
早
説
」

す
な
わ
ち
、
「
こ
れ
は
正
し
い
、
ど
う
し
て
こ
の
話
を
も
っ
と
早
く
説
明
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
大
い
に
喜
ん
で
述
べ
て
い
る
。

　
既
述し
た
よ
う
に
李
樹
廷
の
思
想
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
儒
教
的
思
想
か
ら
ぬ
け
だ
し
、
新
し
い
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
を
信
じ
な
け

れば
、
国
家
の
開
化
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
当
時
朝
鮮
の
奉
じ
る
儒
教
的
思
想
を
否
定
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら

ま
ず
そ
の
指
導
者
で
あ
る
儒
生
た
ち
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
李
樹
廷
は
こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、
当

時
朝
鮮
が
当
面
し
て
い
た
政
治
状
況
を
論
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
東
京
大
学
付
属
高
等
専
修
学
校
朝
鮮
語
の
教
師
と
し
て
働
く
時
に
、

明
治
十
七
年
八
月
二
十
二
日
『
朝
鮮
、
日
本
、
善
隣
互
話
』
と
い
う
同
学
校
の
教
材
を
出
版
し
た
が
、
同
書
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
朝
鮮

社会
の
政
治
事
情
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
レ
バ
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
テ
ヒ
　
シ
テ
　
テ
ハ
　
　
　
ヲ
　
モ
　
ハ
ト
　
チ
ハ
　
ヲ
　
フ
ハ
　
り

　　
「
論
二
今
日
之
局
勢
一
、
則
朝
鮮
、
支
那
、
日
本
、
務
相
聯
結
、
以
支
二
東
洋
之
勢
一
、
難
二
或
有
レ
過
和
不
レ
可
レ
失
」

　す
な
わ
ち
、
今
日
の
政
治
事
情
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
、
中
国
、
日
本
の
三
国
が
相
互
連
結
し
、
東
洋
の
勢
力
を
支
え
る
こ
と
が
一

番
大
切
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ナ
リ
　
ナ
ル
バ
ク
　
シ
フ
ス
ワ
　
レ
ハ
ニ
ク
シ
　
キ
ハ
モ
ク
　
シ
テ
テ
ム
フ
セ
ン
コ
ト
ヲ
レ

　　
「
亜
細
亜
中
支
那
最
大
　
則
小
者
宜
相
親
合
以
均
一
一
其
勢
一
、
朝
鮮
比
二
日
本
一
甚
弱
　
則
弱
者
尤
宜
二
謙
恭
以
求
レ
全
　
交
　
、
此

　
　
明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
入
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
五



二

五
六

　
　
ワ
　
　
ノ
ワ
　
ナ
リ
ハ
れ
り

　
　乃

朝
鮮
待
一
一
亜
細
亜
同
国
一
之
道
　
」

　す
な
わ
ち
、
当
時
、
ア
ジ
ア
の
国
の
中
で
は
中
国
が
最
も
大
き
な
勢
力
で
あ
り
、
小
国
で
あ
る
朝
鮮
は
親
合
を
結
び
、
勢
力
を
均
衡
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
朝
鮮
は
日
本
よ
り
も
弱
い
国
で
あ
り
、
弱
国
は
謙
遜
な
態
度
で
朝
鮮
国
内
の
平
安
を
求
め
る
こ
と
が
ア
ジ
ア
諸
国

に
対
応
す
る
方
法
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
国
際
連
合
が
当
時
朝
鮮
に
と
っ
て
き
わ
め
て
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の中
で
一
八
八
一
年
七
月
、
「
壬
午
軍
乱
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ワ
ソ
　
　
　
　
ワ
　
テ
タ
　
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
フ
ワ
　
　
　
　
　
ワ
　
メ
　
　
　
　
シ
　
ワ

　　
「
往
年
逆
徒
犯
レ
閾
先
攻
二
行
人
之
館
一
曾
未
二
幾
日
一
朦
瞳
歴
境
　
集
境
喪
謄
強
鄭
沓
至
、
助
一
定
齪
逆
、
協
一
一
賛
時
務
一
以
至
二
不
憂
一
、

　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
フ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
ナ
リ
　
ハ
ゆ
り

　
　
此固
天
誘
二
逆
徒
之
哀
一
以
啓
二
一
新
之
機
一
鄭
之
助
亦
大
　
」

　す
な
わ
ち
、
往
年
に
朝
鮮
で
は
逆
徒
た
ち
が
反
乱
を
起
し
、
外
国
館
舎
な
ど
を
攻
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
、
強
い
隣
国
が

大
量
の

軍
艦
で
反
乱を
鎮
圧
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
し
て
朝
鮮
は
孤
立
的
政
治
状
態
か
ら
抜
け
だ
し
て
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
連
合
し
、

　
　
　
ス
ル
　
ワ
　
　
ハ
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ニ
　
ス
　
ヲ
　
　
モ
　
　
　
　
　
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
レ
ハ
　
テ
ヲ
　
　
　
　
　
ニ

　　
「
保
レ
民
之
道
莫
レ
善
二
於
交
一
鄭
富
レ
国
之
策
　
亦
莫
レ
大
於
通
商
況
今
五
洲
匠
分
萬
国
封
峙
　
交
際
之
事
、
荷
不
以
信
則
外
琢
日

　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ハ
　
　
ワ
　
メ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
ナ
リ
　
テ
　
ア
ル
　
　
ニ
　
ハ
れ
り

　
　
至　
招
裸
之
方
　
或
不
レ
壼
情
、
則
通
商
適
足
以
弊
レ
民
也
」

　す
な
わ
ち
、
民
衆
を
保
護
す
る
方
法
は
な
に
よ
り
も
、
交
隣
富
国
の
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
通
商
も
重
要
で
あ
る
、
ロ
バ
今
世

界
は
五
州
に
区
分
さ
れ
相
互
に
対
立
し
て
い
る
が
、
外
交
面
で
信
頼
が
な
け
れ
ば
厄
介
な
事
態
に
な
る
。

　し
か
し
通
商
で
き
る
国
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
は
民
衆
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。

　ま
た
、
李
樹
廷
は
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
朝
鮮
を
開
く
た
め
に
は
何
よ
り
も
西
洋
諸
国
の
文
明
を
学
び
、
そ
の
文
明

を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。



　
　
「
禁
餌
．
洗
二
欧
米
慮
莫
レ
姑
三
追
恥
二
日
き
吼
丙
鈷
冠
於
極
致
甲
是
叉
朝
鮮
親
二
近
呆
一
之
私
，
島

　す
な
わ
ち
、
西
洋
諸
国
の
文
明
を
学
ぶ
の
な
ら
、
む
し
ろ
近
い
日
本
に
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
は
朝
鮮
に
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
ソ

日
本
に
と
っ
て
も
最
も
有
利
な
道
で
あ
る
と
述
べ
た
。
上
述
の
よ
う
に
李
樹
廷
は
日
本
文
部
省
に
招
か
れ
朝
鮮
語
「
我
邦
言
語
凡
我
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
ヨ
リ
テ
ノ
　
ノ
ニ
モ
を
ス
ハ
ロ
リ

地
理
民
情物
産
以
及
一
古
今
歴
史
朝
廷
禮
制
一
毫
無
レ
所
隠
」
を
教
え
な
が
ら
、
明
治
初
期
に
お
け
る
日
朝
関
係
に
大
き
な
役
割
を
果
し

た
。
東
京
大
学
付
属
商
業
専
修
学
校
の
教
師
と
な
り
、
朝
鮮
語
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
っ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
面
に
大
き
な
業
績
を
残
し
、

明
治
初
期
の
善
隣
友
好
期
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。

　
更に
、
精
神
的
開
化
方
法
と
な
っ
た
宗
教
的
実
践
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
単
に
探
求
す
る
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
に
な
っ
た
李
樹
廷
は
明
治
十
六
年
四
月
二
十
九
日
、
洗
礼
受
け
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
時
、
日
本
に
滞
留
中
の
米
国
聖
書
協
会
総
務
ヘ
ン
リ
・
ル
ー
ミ
ス
（
閏
o
ロ
q
い
o
o
巳
ω
）
宣
教
師
の
宅
を
訪
ね
、
宣
教
師
が
い
な
い
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

へ宣
教
師
を
派
遣
す
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
、
同
様
に
日
本
に
滞
留
し
て
い
た
米
国
長
老
教
会
宣
教
師
O
o
旨
o
q
o
≦
°
国
昌
o
×

と
米
国
監
督
教
会
宣
教
師
幻
o
げ
o
唇
ω
゜
竃
巴
曙
と
親
交
を
結
び
朝
鮮
語
を
教
え
な
が
ら
朝
鮮
国
の
宣
教
の
必
要
性
を
強
力
に
主
張
し
た
。

彼
の
意
図
を
聞
い
た
即
ω
゜
ζ
9
。
。
冨
鴇
宣
教
師
は
、
本
来
は
日
本
が
宣
教
の
目
的
地
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
に
行
っ
て
初
代
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

教師
と
な
り
、
朝
鮮
宣
教
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
、
ま
た
教
育
に
も
貢
献
し
た
。

　更
に
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
李
樹
廷
は
、
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
リ

　　
「
宣
教
師
達
が
来
る
ま
で
に
、
少
く
と
も
朝
鮮
語
聖
書
の
草
稿
を
備
へ
て
置
き
た
い
と
望
ん
だ
」

の

であ
っ
た
が
、
ヘ
ン
リ
ー
ル
ー
ミ
ス
は
『
マ
ル
コ
福
音
書
』
を
朝
鮮
語
で
訳
さ
せ
、
初
版
三
〇
〇
〇
部
を
出
版
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

て

「
聖
書は
、
宣
教
師
よ
り
も
先
き
に
朝
鮮
に
入
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
李
樹
廷
の
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
朝
鮮
を
開
化

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
七



二
五
八

さ
せ
る
と
い
う
内
面
的
、
す
な
わ
ち
精
神
的
開
化
の
実
践
的
努
力
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以

上
のよ
う
に
李
樹
廷
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
わ
ず
か
四
年
間
、
日
本
で
生
活
し
た
に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
実
践
は

鶏
林
鎖
国
一
千
年
間
の
強
固
な
援
夷
思
想
を
破
り
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
を
通
じ
て
朝
鮮
を
開
化
す
る
道
を
開
く
も
の
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ

がそ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
帰
国
と
同
時
に
保
守
党
の
手
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
、
彼
は
殺
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？
　
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
四
巻
二
五
入
頁
に
よ
る
と

　　
「
然
し
な
が
ら
聖
書
謙
訳
の
過
程
に
と
っ
て
不
幸
な
事
に
は
李
樹
廷
は
熱
烈
な
る
愛
国
者
、
政
治
家
で
あ
っ
て
、
弟
の
来
訪
後
間
も

　
　な
く
、
そ
の
目
的
に
従
っ
て
朝
鮮
に
自
由
党
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
日
本
人
の
隠
謀
に
参
加
し
た
」

　す
な
わ
ち
李
樹
廷
は
日
本
に
来
て
津
田
仙
の
も
と
で
キ
リ
ス
ト
教
を
学
び
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
を
朝
鮮
に
布
教
し
て
国
を
開
化
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
内
面
的
開
化
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
彼
は
、
熱
烈
な
る
愛
国
者
、
政
治
家
と
し
て
朝
鮮
に
自
由
党
を
創

設し
よ
う
と
し
て
い
た
日
本
人
の
隠
謀
に
参
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
上
記
の史
料
に
は
彼
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
日
本
人
の
隠
謀
に
参
加
し
た
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
次
に
こ

の隠
謀
に
つ
い
て
少
し
言
及
し
た
い
。

　こ
れ
は
一
入
入
五
年
（
明
治
十
入
）
十
一
月
、
自
由
党
左
派
で
あ
っ
た
大
井
憲
太
郎
を
中
心
と
し
て
小
林
樟
雄
、
磯
山
清
兵
衛
、
景
山
　
’

英
子
ら
が
朝
鮮
内
政
改
革
を
企
て
、
朝
鮮
に
自
由
党
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
が
実
行
に
移
る
前
に
資
金
問
題
と
内
部
の
変
心
し
た
人
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

た
め
失
敗
し
、
大
阪
や
長
崎
で
全
員
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
と
の
関
連
の
も
と
で
朝
鮮
の
開
化
を
目
指
し
た
李
樹
廷
が
な
ぜ
こ
の
隠
謀
事
件
に
参
加
し
た
の
か
と
い
う
事

情は
二
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
の
日
本
の
政
治
動
向
に
遡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
明
治
十
五
年
十
月
、
自
由
党
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
仲
間
で



あ
る
自
由
民
権
運
動
家
の
中
心
思
想
で
あ
っ
た
天
賦
人
権
説
と
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
が
堅
く
手
を
結
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
自
由
民
権
論

者
と
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
動
き
が
同
一
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
を
考
え
あ
わ
せ
て
見
れ
ば
、
李
樹
廷
が
政
治
的
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

と
も
十
分
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
朝
鮮
で
は
「
甲
申
政
変
」
以
後
、
李
樹
廷
が
日
本
で
自
由
民
権
運
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
自
由
党
に
加
入
し
た
こ
と
を
不
穏

な
行
動
と
判
断
し
、
彼
の
行
動
を
探
索
す
る
た
め
に
金
宣
純
と
い
う
人
が
日
本
に
送
ら
れ
た
。
金
宣
純
は
李
の
挙
動
を
し
ば
し
ば
本
国
に

報
告
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
李
樹
廷
は
不
満
を
持
ち
、
つ
い
に
金
宣
純
と
の
間
に
闘
争
を
起
こ
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
李
樹

廷は
頭
部
三
ヶ
所
に
傷
を
受
け
た
。

　当
時
「
朝
野
新
聞
」
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
李
樹
廷
が
下
宿
し
て
い
た
東
京
神
田
区
淡
路
町
二
丁
目
四
番
地
の
家
主
で
あ
る
渡
辺
留
吉
は

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　　
「
此
金
宣
純
と
言
ふ
は
釜
山
の
産
で
日
本
語
に
通
じ
、
日
本
の
事
情
に
も
明
ら
か
に
知
る
人
で
朝
鮮
政
府
は
毎
月
二
十
五
円
程
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
　
活費
を
給
し
て
東
京
に
奇
留
し
、
独
立
党
の
挙
動
な
ど
を
時
々
本
国
へ
報
道
し
て
い
っ
た
」

　こ
の
事
件
に
つ
い
て
神
田
区
小
川
町
警
察
署
の
調
べ
に
よ
っ
て
、
金
宣
純
は
朝
鮮
染
山
府
国
洞
に
本
籍
の
あ
る
三
十
二
歳
の
男
だ
と
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
お
り

明
し
た
。
東
京
軽
罪
裁
判
所
は
金
宣
純
を
刑
法
第
三
十
条
に
照
し
重
禁
鋼
一
年
に
処
分
し
た
。
こ
の
よ
う
に
李
樹
廷
が
臼
本
滞
留
中
に
自

由
民
権
運
動
家
と
深
く
関
係
し
朝
鮮
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
す
る
と
同
時
に
日
本
自
由
党
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
事
は
事
実
で
あ
っ
た
と

私
は
推
測
す
る
。
こ
の
よ
う
な
関
連
に
あ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
隠
謀
事
件
、
す
な
わ
ち
大
阪
事
件
が
失
敗
に
終
る
と
李
樹
廷
も
帰
国
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治
十
九
年
五
月
二
十
六
日
、
敦
賀
丸
便
で
帰
国
し
、
帰
国
ま
も
な
く
保
守
党
に
捕
え
ら
れ
て
殺

害
さ
れ
た
。
彼
が
目
指
し
た
内
面
的
開
化
の
業
績
は
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
世
界
の
ど
の
国
に
も
見
ら
れ
な
い
ほ
ど

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九



二
六
〇

現在
キ
リ
ス
ト
教
の
教
勢
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
受
容
史
に
お
い
て
彼
が
果
し
た
先
駆
的
役
割
も
無
視
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。

四　
結
　
　
　
論

　朝
鮮
は
、
よ
り
早
く
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
発
展
さ
せ
た
明
治
期
の
日
本
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
世
紀

朝
鮮
は
申
国
使
臣
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
新
し
い
宗
教
を
伝
え
ら
れ
た
と
史
料
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
、
信
仰
を
持
っ
て
洗

礼
を
受
け
た
の
は
日
本
国
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
学
者
の
津
田
仙
と
い
う
人
と
出
会
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
津
田
仙
は
明
治
期

に
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
国
に
近
代
化
さ
れ
る
時
期
の
画
期
的
人
物
で
あ
る
。
一
面
で
は
農
業
改
良
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物

であ
り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
受
容
史
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。
そ
の
業
績
は
物
質
的
と
精
神
的
の
両
面
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
李
樹

廷
の
日
本
で
の
生
活
は
、
朝
鮮
と
キ
リ
ス
ト
教
の
か
け
橋
に
な
り
、
彼
が
の
こ
し
た
業
績
は
多
い
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
本
国
か
ら
当

時
日
本
留
学
生
送
還
命
令
が
下
り
、
一
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　日
本
の
側
か
ら
も
考
え
て
も
李
樹
廷
の
存
在
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
当
時
日
本
政
府
は
大
陸
侵
略
と
い
う
動
き
な
中
で
、
彼
を
通
し

て朝
鮮
国
の
事
情
や
文
化
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な
立
場
に
と
っ
て
李
樹
廷
は
重
要
な
人
物
で

あ
っ
た
。
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（
1
3
）
外
務
省
編
纂
『
大
日
本
外
交
文
書
』
四
十
一
巻
、
昭
和
二
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
、
、
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
刊
、
二
九
五
頁
。

（1
）
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
一
巻
、
昭
和
十
三
年
四
　
　
（
1
4
）
都
田
豊
三
郎
著
『
明
治
の
基
督
教
者
津
田
仙
』
、
昭
和
四
十
七
年
十

　
　月
二
十
八
日
刊
、
二
五
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
刊
、
一
四
八
頁
。

（2
）
　
比
屋
根
安
定
著
『
明
治
以
降
の
基
督
教
傅
道
』
、
昭
和
二
十
二
年
三
　
　
（
1
5
）
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
二
巻
、
昭
和
十
三
年
四

　
　月
十
日
刊
、
三
十
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
刊
、
二
五
七
頁
。

（3
）
関
根
要
人
編
輯
『
恩
師
ソ
ー
バ
ー
博
士
』
、
一
九
三
八
年
五
月
二
十
　
　
（
1
6
）
李
樹
廷
の
「
蛇
鰭
説
」

　　
八
日
刊
、
十
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛇
賠
有
二
山
鰭
水
鰭
二
種
↓
名
異
而
實
同
、
似
レ
鰹
而
非
い
産
レ
於
陸

（4
）
　
・
、
田
ω
8
曼
．
．
耳
O
°
O
国
曼
層
，
H
O
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
、
謂
之
山
鱈
産
於
水
者
、
謂
二
之
水
鱈
輌
形
蛇
而
有
レ
鱗
、
尾
扁
レ
而

（5
）
　
「
福
音
新
報
」
明
治
三
十
四
年
、
三
〇
一
号
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
、
雌
小
雄
大
、
此
魚
嗜
酒
、
行
海
之
船
中
有
二
酒
一
気
、
則
水
鰻

（6
）
「
護
教
」
明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
八
日
、
第
八
七
八
号
、
七
頁
。
　
　
　
集
二
於
船
底
↓
酒
或
有
二
泪
滴
之
漏
一
必
承
而
食
之
、
然
極
難
レ
得
也
、

（7
）
　
「
七
一
雑
報
」
明
治
十
皿
年
八
月
二
日
、
三
巻
三
十
一
号
。
　
　
　
　
　
　
産
レ
於
レ
腔
者
、
在
二
岩
谷
草
芳
之
間
一
而
形
質
興
二
品
質
↓
亦
如
レ
之
、

（8
）
右
同
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
獲
二
一
尾
司
而
貢
食
、
則
肚
陽
補
レ
陰
、
髪
白
還
レ
黒
、
能
便
二
臓
者

（9
）
李
光
麟
著
『
韓
国
開
化
史
研
究
』
、
一
九
七
〇
年
一
月
刊
、
二
二
四
　
　
　
　
肥
疾
者
健
↓
積
年
肺
疾
尤
敷
、
其
功
不
レ
可
二
琿
述
「
故
謂
一
一
之
仙
薬
嚇

　　
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
江
海
漁
業
者
、
皆
知
三
其
為
一
貴
重
之
品
一
得
則
讐
二
重
贋
↓
可
二

（1
0
）
　
年
歴
記
者
を
務
め
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
観
象
監
」
　
　
　
　
以
面
一
レ
貧
余
遊
二
日
本
水
産
博
覧
會
↓
見
二
雌
雄
二
枚
「
雄
頗
大
、
其
鹿

　　
の
歴
官
で
は
な
い
か
と
思
う
。
歴
官
と
い
う
の
は
中
人
層
の
人
で
あ
　
　
　
如
腎
、
雌
較
雄
小
其
半
、
如
此
大
者
、
尤
難
レ
得
、
審
二
視
札

　　
り
、
英
祖
十
七
年
以
来
「
観
象
監
」
に
歴
官
一
名
を
赴
京
使
に
参
加
　
　
　
　
名
↓
則
無
二
漢
字
↓
題
レ
品
只
以
二
假
字
嚇
題
二
方
言
曽
日
エ
ラ
ブ
ウ
ナ

　　
さ
せ
、
西
洋
神
父
が
主
催
し
た
中
国
「
欽
天
監
」
を
見
学
す
る
慣
例
　
　
　
　
ギ
、
日
本
以
レ
鰻
為
ニ
ウ
ナ
ギ
↓
則
上
云
エ
ラ
ブ
、
久
未
レ
知
二
何
名

　　
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稻
↓
然
其
實
非
鰻
属
一
也
、
此
邦
博
物
之
士
、
其
知
也
否
、
來
観
者
、

（1
1
）
　
『
明
治
文
化
全
集
』
第
十
三
巻
、
昭
和
三
年
刊
、
三
五
一
頁
。
　
　
　
　
　
甚
不
レ
経
レ
意
、
或
有
二
諦
視
者
↓
亦
多
不
解
然
如
レ
此
玲
異
之
種
不
レ

（1
2
）
　
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
二
巻
、
昭
和
十
三
年
四
　
　
　
　
得
レ
不
下
頒
諸
二
新
報
一
以
公
衆
知
b

　　
月
刊
、
二
五
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
「
七
一
雑
報
」
八
巻
、
明
治
十
六
年
五
月
十
一
日
、
十
九
号
。

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一



二
六
二

（1
8
）
　
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
二
巻
、
昭
和
十
三
年
四
　
　
　
　
ざ
で
あ
る
が
、
朝
鮮
で
は
こ
の
世
の
中
で
実
践
出
来
な
か
っ
た
場
合

　
　月
刊
、
五
六
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
後
世
（
死
後
）
に
実
践
す
る
志
が
固
い
と
い
う
意
味
。

（1
9
）
　
『
六
合
雑
誌
』
第
三
十
四
号
、
明
治
十
六
年
五
月
三
十
一
日
。
　
　
　
（
3
5
）
「
七
一
雑
報
」
明
治
十
六
年
五
月
二
十
五
日
。

（2
0
）
　
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
二
巻
、
五
六
九
頁
。
　
　
　
（
3
6
）
右
同
。

（2
1
）
右
同
書
、
五
七
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
右
同
。

（2
2
）
　
「
七
一
雑
報
」
明
治
十
六
年
五
月
二
十
五
日
、
第
二
十
一
号
。
　
　
　
　
（
3
8
）
右
同
。

（2
3
）
李
光
麟
前
掲
書
、
二
二
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
閾
庚
培
「
韓
国
教
会
最
初
の
信
者
と
そ
の
信
仰
類
型
問
題
」
、
延
世

（勿
）
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
二
巻
、
昭
和
十
三
年
四
　
　
　
大
学
校
神
科
大
学
『
神
学
論
壇
』
第
十
三
輯
、
一
九
七
七
年
二
月
刊
、

　
　月
刊
、
二
五
五
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
八
頁
。

（2
5
）
「
朝
野
新
聞
」
明
治
十
七
年
七
月
六
日
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
「
七
一
雑
報
」
明
治
十
六
年
五
月
二
十
五
日
。

（2
6
）
　
「
福
音
新
聞
」
明
治
十
六
年
七
月
三
十
一
日
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
李
家
源
訳
『
金
驚
新
話
解
題
』
、
一
九
五
九
年
十
月
刊
、
二
九
頁
。

（2
7
）
　
『
六
合
雑
誌
』
第
三
十
五
号
、
明
治
十
六
年
六
月
三
十
日
。
　
　
　
　
（
4
2
）
金
時
習
著
『
金
驚
新
話
』
、
明
治
十
七
年
九
月
五
日
、
大
塚
彦
太
郎

（2
8
）
　
「
七
一
雑
報
」
第
一
巻
七
号
、
明
治
十
六
年
八
月
十
四
日
。
　
　
　
　
　
　
再
刊
、
李
樹
廷
の
蹟
文
参
照
。

（2
9
）
　
『
朝
鮮
政
鑑
』
に
つ
い
て
は
韓
国
近
代
史
学
者
李
光
麟
が
『
韓
国
　
　
（
4
3
）
　
「
南
炎
浮
洲
志
」
と
い
う
の
は
仏
教
が
信
仰
さ
れ
て
い
る
俗
世
を

　
　開
化
史
研
究
』
「
朝
鮮
政
鑑
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
お
い
て
既
に
　
　
　
　
痛
斥
し
た
書
生
朴
君
と
い
う
人
が
夢
で
閻
羅
国
に
行
っ
て
燈
摩
王
と

　
　
研究
を
行
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
答
を
し
た
後
禅
位
を
受
け
た
と
い
う
話
し
。

（3
0
）
朴
斉
綱
著
『
朝
鮮
政
鑑
』
李
樹
廷
の
序
文
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
金
時
習
著
『
金
驚
新
話
』
下
巻
、
大
塚
彦
太
郎
再
刊
、
明
治
十
七

（3
1
）
　
『
六
合
雑
誌
』
第
三
十
四
号
、
明
治
十
六
年
五
月
三
十
日
、
二
二
一
二
　
　
　
　
年
九
月
、
二
頁
。

　
　頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
右
同
、
六
頁
。

（3
2
）
　
「
七
一
雑
報
」
明
治
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
李
樹
廷
著
『
日
朝
善
隣
互
話
』
、
明
治
十
七
年
八
月
刊
、
第
一
巻
序

（3
3
）
　
『
六
合
雑
誌
』
第
六
五
号
、
明
治
十
八
年
十
二
月
三
十
日
、
一
六
五
　
　
　
　
文
二
頁
。

　
　頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
李
樹
廷
、
前
掲
書
右
同
。

（3
4
）
再
使
猿
客
笑
九
泉
、
ー
こ
れ
は
中
国
の
古
文
か
ら
出
た
こ
と
わ
　
　
（
4
8
）
右
同
書
、
一
頁
。



（4
9
）
右
同
書
。

（5
0
）
右
同
書
、
二
頁
。

（51
）
　
右
同
書
、
四
頁
。

（5
2
）
．
．
出
2
蔓
ぎ
o
自
ω
甲
留
巳
o
h
夢
o
守
ω
け
、
、
ξ
ρ
U
°
い
8
自
9
客
睾

　　
団
o
降
H
O
器
も
゜
o
。
9

（5
3
）
朴
致
聖
「
韓
国
民
族
運
動
に
お
い
て
基
督
教
学
校
の
役
割
」
、
檀
国

　
　大
学
校
刊
『
論
文
集
』
第
十
四
輯
、
十
四
頁
。

（5
4
）
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
四
巻
、
昭
和
十
三
年
四

　
　月
刊
、
二
五
八
頁
。

（5
5
）
　
閾
庚
培
、
前
掲
書
、
四
九
頁
。

（5
6
）
　
松
尾
章
一
「
大
阪
事
件
研
究
の
今
日
的
意
義
」
、
大
阪
事
件
研
究
会

　
　刊
行
『
大
阪
事
件
の
研
究
』
、
一
九
八
二
年
五
月
、
四
頁
。

（5
7
）
　
山
下
徳
治
著
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』
講
座
第
四
回
、
昭
和
七

　
　年
十
一
月
刊
、
十
七
頁
。

（5
8
）
　
「
朝
野
新
聞
」
明
治
十
九
年
三
月
二
十
四
日
。

（5
9
）
　
「
朝
野
新
聞
」
明
治
十
九
年
三
月
二
十
五
日
。

（6
0
）
右
同
、
六
月
二
十
日
。

明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三


